
データ活用の

真価を検証ナる
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病
院
経
営
に
お
け
る
事
業
戦
略
と

。。ョ
u
o
t
t〈
O

一コ件。一一一
m
o
コ00
(
競
合
情
報
分
析
)

山
本
順
一

要
旨
一
情
報
を
単
純
に
収
集
し
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
意
思
決
定
の
た
め
に
分
析
さ

れ
た
情
報
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
使
用
す
る
医

療
機
関
は
、
よ
り
よ
い
意
思
決
定
、
適
切
な
事
業

戦
略
(
経
営
計
画
)
を
策
定
し
、
実
行
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。

医
療
機
関
に
お
け
る
事
業
戦
略
の
必
要
性

激
変
す
る
昨
今
の
経
営
環
境
を
勝
ち
抜
い
て
い
く

た
め
に
は
、
戦
略
的
な
中
長
期
の
事
業
戦
略
(
経
営

計
画
)
の
立
案
が
必
須
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
戦
略

の
レ
ベ
ル
が
医
療
機
関
の
生
き
残
り
を
大
き
く
左
右

す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
医
療
機
関
の
戦
略
レ
ベ

ル
は
一
般
企
業
の
戦
略
レ
ベ
ル
と
は
議
離
が
あ
り
、

単
純
な
数
値
目
標
や
5
疾
病
・

5
事
業
と
い
っ
た
よ

う
な
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
事
業
戦
略
(
経
営
計
画
)

と
し
て
い
る
施
設
も
多
く
、
自
院
の
事
業
ド
メ
イ
ン

(
市
場
・
技
術
)
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
、
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
策
定
で
き
て
い
る
施
設
は
非
常

• 
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
医
療
情
報
室
医
療
情
報
課

に
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
私
の
経
験
か
ら
、
事
業
戦
略
(
経
営

計
画
)
に
必
要
な
条
件
は

4
点
あ
る
と
考
え
る
。

川
「
大
き
な
経
営
環
境
の
変
化
」
を
想
定
し
た
成
長

戦
略
に
な
っ
て
い
る
か

ω成
長
領
域
へ
の
「
選
択
と
集
中
」
に
基
づ
き
、
経

営
資
源
の
配
分
が
で
き
て
い
る
か

ω実
現
性
を
デ

l
タ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
説
得
性
・

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
数
値
計
画
か

凶
達
成
時
の
「
あ
り
た
い
姿
」
か
ら
の
パ
ッ
ク
キ
ャ

ス
テ
イ
ン
グ
に
よ
る
戦
略
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
か

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
l
タ
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る
経
営

環
境
に
適
し
た
事
業
戦
略
(
経
営
計
画
)
を
策
定
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

医
療
機
関
を
取
り
巻
く
デ
ー
タ
環
境

こ
の
よ
う
な
事
業
戦
略
(
経
営
計
画
)
を
策
定
す

る
た
め
に
必
要
な
デ
l
タ
は
、
す
で
に
自
院
内
の
各

部
署
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
公
的
機
関
に
蓄
積
さ
れ

療 2018年2月号医新

て
お
り
、
十
分
な
情
報
量
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら

の
情
報
は
点
在
し
て
い
る
た
め
、
必
要
な
情
報
を
抽

出
す
る
に
は
自
院
の
経
営
デ
l
タ
や
厚
労
省
の
公
開

デ
l
タ
等
を
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
し
、
分
析
可
能
な
状
態

へ
統
合
等
の
加
工
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

加
工
し
た
デ
l
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
院
の

事
業
ド
メ
イ
ン
や
医
療
圏
に
お
け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
初
め
て
事
業
戦
略

(
経
営
計
画
)
の
策
定
が
可
能
な
環
境
と
な
る
。

事
業
戦
略
(
経
営
計
画
)
と

。。ョ
3
0
H
E
g
一コ芯一一一∞
0
5
0
(
競
合
情
報
分
析
)

デ
ー
タ
環
境
が
整
え
ば
、
事
業
戦
略
(
経
営
計
画
)

の
策
定
は
可
能
と
な
る
が
、
多
く
の
医
療
機
関
が
「
単

純
な
数
値
目
標
」
や
「
5
疾
病
・

5
事
業
」
と
い
っ

た
よ
う
な
、
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
事
業
戦
略
(
経

営
計
画
)
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
何
故
な
の
か
。

大

き

な

要

因

の

1

つ
に
、
(
リ
。
日
間
)2-taS

Eg---mgの
ゆ
(
競
合
情
報
分
析
)
(
※
以
下
一

C
I
)

の
視
点
の
欠
如
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。



「京都乙訓J は、複雑性指数が水平方向lこ分布した競争型の医療圏で、|群施設は救急領域に積極的に参加していない。
「神戸」医療圏はl群施設を頂点として垂直方向に複雑性指数が分布しており、かつ救急は中央市民病院に集中している、
ある意味機能分化された医療圏となっている。 r大阪」医療圏はl群施設も救急領域に積極的に参入しており、複雑性指数
も水平に分布している事から、各医療機関が症例を取り合っている競争型の医療圏となっている。

- 医療圏毎に経営環境は大きく異なる。

医療圏別救急車搬送患者相対的シェアと複雑性指数 (FY2015)

大阪(大阪市)神戸(神戸市)京都乙訓

0 1群施設

2出ら

水平監 (心垂直型

救急車搬送患者相対的なシェア

トップ トップとのシェアの差

• 水平型
け
「
当
宮
N
W

c
Iと
は
、
日
本
コ
ン
ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
学
会
に
よ
る
と
、
「
事
業
の
競
争
環
境

を
探
知
す
る
理
論
と

一
連
の
手
法
で
あ
り
、
競
争
社

会
の
動
向
を
は
じ
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
研
究
開

発
、
投
資
戦
略
、
短
・
長
期
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
、

さ
ら
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
組
織
の
危
機
管
理
に
至
る

ま
で
の
諸
課
題
・
問
題
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
の
経

営
者
や
事
業
を
志
す
人
な
ど
が
、
優
れ
た
価
値
あ
る

情
報
(
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
)
に
基
づ
い
た
意
思
決

定
と
行
動
を
可
能
に
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ

C
I
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
と
事
業

戦
略
(
経
営
計
画
)
策
定
に
有
意
に
働
く
の
か
、
厚

生
労
働
省
か
ら
の
公
開
デ
l
タ
を
活
用
し
て
、
同
じ

競
争
型
の
医
療
圏
で
あ
る
近
畿
3
医
療
圏
(
京
都
乙

訓
・
大
阪
・
神
戸
)
の

C
I
視
点
で
行
っ
た
環
境
分

析
を
例
に
説
明
す
る
。

救
急
車
搬
送
患
者
の
相
対
的
シ
ェ
ア
、

複
雑
性
指
数
か
ら
見
る
競
争
環
境
の
比
較

図1

ま
ず
、
医
療
圏
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
競
争
環
境
に

違
い
が
あ
る
の
か
を
見
て
い
く
。

図
1
は
、
縦
軸
に
複
雑
性
指
数
、
横
軸
に
救
急
車

搬
送
患
者
の
相
対
的
な
シ
ェ
ア
を
と
っ
て
競
争
環
境

を
可
視
化
し
て
い
る
。
大
学
病
院
を
キ
l
に
見
て
も

ら
う
と
分
か
り
ゃ
す
い
が
、
同
じ
競
争
型
の
医
療
圏

で
も
、
競
争
環
境
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
京
都
乙
訓
医
療
圏
」
は
、
各
施
設
の
複
雑
性
指
数

が
水
平
方
向
に
分
布
し
て
お
り
、
大
学
病
院
は
救
急

領
域
に
積
極
的
に
参
入
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て

救
急
領
域
に
お
い
て
は
一
定
の
役
割
分
担
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
他
に
お
い
て
は
機
能
分
化
が
図
れ

て
い
な
い
医
療
圏
と
い
え
る
。

「
神
戸
医
療
圏
」
は
、
大
学
病
院
を
頂
点
と
し
て
複

雑
性
指
数
が
垂
直
方
向
に
分
布
し
て
お
り
、
か
つ
救

急
は
「
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
」

に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
機
能
分
化
さ
れ

て
い
る
医
療
圏
と
な
っ
て
い
る
。

「
大
阪
医
療
圏
」
は
、
各
施
設
の
複
雑
性
指
数
が
水

平
に
分
布
し
て
お
り
、
か
つ
大
学
病
院
も
救
急
領
域

に
積
極
的
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
医
療
機

関
が
機
能
に
関
係
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
を
取
り

合
っ
て
い
る
超
競
争
型
の
医
療
圏
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
競
争
環
境
は
医
療
圏
に
よ

っ
て
大

き
く
異
な
る
。

相
対
的
な
シ
工
ア
と
年
平
均
成
長
率

(
2
0
1
2
年
度
比
)

か
ら
み
る
施
設
別
競
争
力
の
推
移

次
に
、
施
設
毎
の
競
争
力
が
医
療
圏
内
で
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
、
京
都
乙
訓
医
療
圏
を
例

に
見
て
い
く
。

図
2
は
、
縦
軸
に
施
設
毎
の
入
院
患
者
数
の
年
平

均
成
長
率
、
横
軸
に
相
対
的
な
シ
ェ
ア
を
プ
ロ
ッ
ト

し
て
、
ロ
年
度
と
日
年
度
の
競
争
状
況
を
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。
中
に
色
の
つ
い
て
い
る
円
が
ロ
年
度
、

白
い
円
が
日
年
度
と
な
る
。

京
都
乙
訓
医
療
圏
で
は
、
「
京
都
大
学
医
学
部
附

属
病
院
」
が
、
そ
の
他
の
医
療
機
関
を
引
き
離
し
つ

つ
あ
り
、
全
体
的
に
見
る
と
競
争
力
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
施
設
と
下
が
っ
て
き
て
い
る
施
設
の

2
極
化

が
進
行
し
つ
つ
あ
る
の
が
分
か
る
。

当
院
は
と
い
う
と
、
ロ
年
度
比
で
プ
ラ
ス
の
成
長

率
と
な
っ
て
い
る
た
め
自
院
内
の
デ
l
タ
だ
け
見
て

い
る
と
一
見
問
題
な
く
見
え
て
し
ま
う
が
、
医
療
圏

レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
施
設
と
の
相

一一ー・圃且
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折角のDWHを本当に活用できているか〈総特集 〉

月末

交
連絡会

(各職種管理者参加/週一)

↑ i 
病院長説明 ! 
(全体意思統一) i 

_) : 
各診療科・職種
からの相談

第3週

部
営
議

本

経

会

13日10日

前月給与、財務

情報取込

(ファイル
→DWH) 

前月レセ請求

確定

仮説立て・バックデータ分析・相談対応

を
中
心
に
経
営
に
対
す
る
意
識
統
一
を
進
め
る
仕
組

み
を
次
に
展
開
し
ま
し
た
。
週

1
回
の
医
師
・
看
護

師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
管
理
者
が
集
ま
る
連
絡
会
の

中
で
、
病
院
統
計
等
を
病
院
長
よ
り
説
明
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
に
付
随
し
て
、
患
者
数

や
手
術
数
な
ど
運
用
に
関
連
す
る
指
標
も
提
示
し
、

診
療
活
動
を
立
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
各
診
療
科
長

か
ら
で
っ
ち
の
診
療
科
の
特
性
を
鑑
み
る
と
、
ど
う

い
っ
た
施
策
を
と
る
べ
き
か
」
と
の
相
談
が
出
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
定
期
的
に
客
観
デ

l
タ
を

出
し
、
病
院
全
体
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
病

院
内
で
分
析
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
っ
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

原価計算運用スケジ、ユール(分析サイクjレ)

分
析
サ
イ
ク
ル
に
寄
与
す
る
シ
ス
テ
ム
の

あ
り
方
と
活
用
組
織
(
図
3
)

原
価
計
算
結
果
の
み
を
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
す
だ
け

で
は
、
ど
う
い
っ
た
施
策
を
と
る
べ
き
か
と
い
う
課

題
ま
で
は
解
決
し
得
な
い
と
考
え
ま
す
。
分
析
サ
イ

ク
ル
を
作
る
た
め
に
は
、
個
別
課
題
に
対
し
て
適
切

な
デ
l
タ
を
共
有
で
き
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
経
営
施
策
の
検
討
・
実
施
状
況
を
見
る
と
、

日
本
大
学
病
院
が
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
単
独
で
は
な

く
、
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
か
ら
活
用
す
る
と
い
う

方
針
を
選
択
し
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
本
シ
ス
テ
ム
の
管
理
を
、
私
を

は
じ
め
と
す
る
事
務
部
で
行
っ
て
い
る
こ
と
も
意
味

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

診
療
科
の
運
用
を
考
え
た
際
に
、
開
示
に
機
微
な

デ
l
タ
も
存
在
し
ま
す
。
事
前
に
把
握
し
て
お
く
と

図3

い
う
点
で
は
、
事
務
部
側
で
常
に
デ
l
タ
を
も
と
に

仮
説
を
立
て
な
が
ら
分
析
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
う
い
っ
た
パ
ッ
ク
デ
l
タ
と
分
析
を
す
ぐ
に

で
き
る
環
境
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
で
、
運
用
相
談

が
あ
っ
た
際
に
、
課
題
に
合
わ
せ
た
客
観
デ
l
タ
を

用
意
で
き
る
た
め
、
診
療
側
と
事
務
側
が
同
じ
土
俵

で
各
々
の
立
場
で
検
討
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
医
師
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
デ

l
タ
も
算
出
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
評
価
と
し
て
使
う
の
で
は
な
く
、

現
場
運
用
と
の
菰
離
が
あ
る
の
か
と
い
う
事
前
準
備

資
料
と
し
て
頭
に
叩
き
込
み
、
現
在
課
題
に
つ
い
て

適
切
な
デ

l
タ
を
も
と
に
議
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、

分
析
議
論
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
看
護
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
長
も
同
様

の
デ

l
タ
を
共
有
す
る
こ
と
と
な
る
と
、
各
職
種
と

し
て
の
経
営
課
題
解
決
施
策
に
向
か
う
動
き
も
起
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
診
療
報
酬
単
価
を
上
げ
る
、

病
床
稼
働
率
を
上
げ
る
と
い
っ
た
目
標
を
話
す
だ
け

で
な
く
、
ど
う
い
っ
た
診
療
構
造
を
し
て
い
る
の
か
、

病
床
稼
働
を
上
げ
る
た
め
に
何
が
工
夫
で
き
る
の
か

の
観
点
か
ら
、
必
要
・な
デ
l
タ
を
提
供
す
る
と
い
う

流
れ
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
果
、
新
病
院
開
院

2
年
目
の
同
年
度
は
前
年
比

で
収
益
も
上
昇
し
、
経
費
の
減
少
が
見
ら
れ
、
病
床

稼
働
率
は
常
に
卯
%
後
半
を
維
持
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
診
療
の
質
を
損
な
わ
ず
、
経
営
状
態
が

よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
一
因
に
デ

l
タ
分
析
が
存

在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
向
け
て

診
療
の
質
を
担
保
し
、
患
者
の
た
め
に
な
る
医
療

( 50) 2017年2月号療医新



，消化器系、肝・胆・腐の悪性腫蕩領域は r大阪国|壊がんセンター』に症例が集中しつつある。

当該領域は「大阪国際がんセンターJIこ加え、2018年には隣接する場所lこ「大阪重粒子線センター」もスター卜する強力
な競合施設の存在する領域となっている。
当該領織で今後シェアを拡大していく為lこは、 「大阪国際がんセンター」との差別化戦略を検討する必要があり、現状の
シェアや投資状況を勘案すると非常に難易度の高い領域となっている。

消化器系、肝・胆・騨 (MDC6)悪性腫痛領域相対的なシェア・ CAGRFY2012比
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図4 図 1~4 の使用データ:診療報酬調査専門組織・ DPC 評価分科会公開データ期間.
FY2012・FY2015
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• E施設

対
的
な
シ
ェ
ア
は
年
々
聞
い
て
き
て
お
り
、
競
争
力

が
徐
々
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ

う
に
、
自
院
内
の
デ

l
タ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
経

営
的
な
脅
威
や
医
療
圏
に
お
け
る
自
院
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
が
公
開
デ

l
タ
等
を
活
用
し
、

c
Iの
視
点
で
医

療
圏
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
把
握
可
能
と
な
る
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
ポ

I
ト
フ
ォ
リ
オ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(
以
下
P
P
M
)
で
見
る
事
業
ド
メ
イ
ン
の
検
討

こ
こ
か
ら
は
、
サ
ン
プ
ル
施
設
を
抽
出
し
て
事
業

ド
メ
イ
ン
の
検
討
例
を
紹
介
す
る
。
サ
ン
プ
ル
施
設

は
、
日
年
度
の
診
療
報
酬
調
査
専
門
組
織
・

D
P
C

評
価
分
科
会
の
公
開
デ

l
タ
で
大
阪
医
療
圏
の
上
位

シ
ェ
ア
(
累
積
構
成
比
百
%
以
上
)
施
設
の
中
か
ら

抽
出
し
、

P
P
M
分
析
を
行
っ
て
い
く
(
施
設
名
は

伏
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
)
。

図
3
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
チ
ャ
ー
ト
の
見
方

は
、
縦
軸
が
医
療
需
要
予
測
の
年
平
均
成
長
率
、
横

軸
が
相
対
的
な
シ
ェ
ア
と
な

っ
て
お
り
、
成
長
性
と

相
対
的
な
シ
ェ
ア
か
ら
疾
患
群
を

M
D
C
2
単
位
で

プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ー
ト
を
見
る
と
、

当
該
施
設
の
ス
タ
l
カ
テ
ゴ
リ
ー
(
成
長
率
が
高
く
、

シ
ェ
ア
も
高
い
、
積
極
的
な
投
資
が
効
果
的
な
領
域
)

と
い
わ
れ
る
チ
ャ
ー
ト
左
上
の
疾
患
群
は
、
全
て
規

模
の
小
さ
な
疾
患
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

特
徴
的
な
の
は
、
医
療
圏
で
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る

疾
患
群
が
、
将
来
的
に
医
療
需
要
規
模
が
縮
小
す
る

と
推
計
さ
れ
る
、

2
つ
の
疾
患
群
か
ら
成
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。

当
該
領
域
の
、
医
療
需
要
規
模
の
縮
小
率
と
、
現

状
の
シ
ェ
ア
か
ら
当
院
の
単
価
で
試
算
す
る
と
、
却

年
度
に
は
、
約
5
億

4
0
0
0
万
円
収
益
が
減
少
す

る
試
算
と
な
っ
た
。
自
院
の
得
意
領
域
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
起
こ
り
得
る
環
境
変
化
を
勘
案
し
な
い
ま

ま
経
営
資
源
を
投
下
し
続
け
る
と
、
環
境
の
変
化
に

対
応
で
き
な
い
ま
ま
貴
重
な
経
営
資
源
を
投
下
し
続

け
、
期
待
す
る
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、

マ
イ
ナ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
危

険
性
が
あ
る
。

消
化
器
系
疾
患
群
の
悪
性
腫
蕩
領
域
の

市
場
環
境
分
析
例
(
大
阪
医
療
圏
)

で
は
、
前
述
の
施
設
で
、
減
収
が
予
想
さ
れ
る
領

域
に
対
し
て
の
リ
カ
バ
リ

l
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
み

よ
う
。
P
P
M
(
図
2
)
の
投
資
判
断
が
必
要
と
さ

れ
る
チ
ャ
ー
ト
右
上
の
領
域
(
成
長
率
が
高
い
反
面
、

占
有
率
の
低
い
領
域
)
か
ら
医
療
需
要
規
模
の
最
も

大
き
な
「
消
化
器
系
、
肝
・
胆
・
惇
」
を
対
象
に
検

討
を
行
う
。

ま
た
、
対
象
疾
患
群
を

M
D
C
6
単
位
で
み
る
と

「
悪
性
腫
蕩
」
と
疾
患
群
名
に
含
ま
れ
る
も
の
が
大

き
な
比
率
を
占
め
て
お
り
、
当
院
の
単
価
(
粗
利
益
)

で
試
算
す
る
と
日
年
度
の
推
定
経
済
規
模
が
「
消
化

器
系
、
肝
・
胆
・
勝
」
の
必
・
5
%
を
占
め
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
投
資
判
断
を
検
討
す
る
に
は
「
悪

性
腫
蕩
」
の
市
場
環
境
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
た
め
、
「
消
化
器
系
の
悪
性
腫
蕩
」
を
抽
出
し
て

競
争
環
境
を
可
視
化
す
る
。

で
は
、
図
4
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
チ
ャ
ー

ト
は
、
縦
軸
に
年
平
均
成
長
率
、
横
軸
に
相
対
的
な

シ
ェ
ア
を
取
っ
て
、
当
該
領
域
の
施
設
別
競
争
環
境

の
推
移
に
つ
い
て
可
視
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
競
争

環
境
を
見
る
と
、
大
阪
医
療
圏
の
「
消
化
器
系
の
悪

性
腫
蕩
」
は
「
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー
」
が
急
激
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好評発売中!!

PDF⑮ 

。
本
誌
で
連
載
し
好
評
を
博
し
た
『
新
・
医
療

I
T
用
語
辞
典
』
は
、
恵
寿

総
合
病
院
の
山
野
辺
裕
二
先
生
、
が
、
医
療

I
T
に
関
す
る
専
門
用
語

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
人
気
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

今
回
は
全
お
回
を

p
d
f
版
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

に
シ
ェ
ア
を
延
ば
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ほ

と
ん
ど
の
施
設
が
ロ
年
度
の
数
値
を
割
り
込
ん
で
い

る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
該
施
設
は
凶
年
に
重

粒
子
線
セ
ン
タ
ー
も
増
設
予
定
で
、
現
状
以
上
に
競

争
力
を
つ
け
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
領
域
を
リ
カ
バ
リ
l
領
域

と
し
て
検
討
す
る
た
め
に
は
、
「
大
阪
国
際
が
ん
セ

ン
タ
ー
」
と
の
差
別
化
戦
略
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
現
状
の
シ
ェ
ア
や
投
資
状
況
を
勘
案
す
る
と
非

常
に
難
易
度
の
高
い
領
域
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ

の
チ
ャ
ー
ト
か
ら
み
て
と
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
を
行
わ
ず
、
医
療
圏
で
の
医
療

需
要
規
模
の
大
き
き
ゃ
自
院
の
成
長
領
域
で
あ
る
と

い
う
だ
け
で
、
安
易
に
経
営
資
源
を
投
下
し
て
し
ま

う
と
、
強
力
な
競
合
施
設
に
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
な
く
、
期
待
す
る
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
貴
重
な
経
営
資
源
を
投

下
し
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
(
こ
の
結
果
か

ら
推
察
す
る
と
、
当
該
領
域
に
お
い
て
は
「
大
阪
国

際
が
ん
セ
ン
タ
ー
」
を
除
く
大
阪
医
療
圏
の
全
て
の

施
設
で
今
後
の
事
業
戦
略
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
)
。

C
l
の
視
点
が
事
業
戦
略
(
経
営
計
画
)
を
変
え
る

こ
の
よ
う
に
、

C
I
の
視
点
で
公
開
デ

l
タ
等
を

2
次
活
用
し
、
競
合
の
情
報
を
付
加
し
て
医
療
圏
を

見
る
と
、
同
じ
競
争
型
の
医
療
圏
で
も
経
営
環
境
は

全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
自
院
内
の
デ
l
タ
だ

け
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
脅
威
や
競
合
状
況
な
ど

が
可
視
化
で
き
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と

田
を
つ
。

税別本体価格

1，500円

株式会社エム・イー振興協会

E-mail: bo@newmed.co.jp 
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c
Iと
は
、
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
次
に
起
こ
る

こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
情
報
を

単
純
に
収
集
し
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な

く
、
意
思
決
定
の
た
め
に
分
析
さ
れ
た
情
報
、
コ
ン

ペ
テ
イ
テ
イ
ブ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

(
C
I
)
を
使

用
す
る
医
療
機
関
は
、
競
合
に
比
べ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
よ
り
現
実
的
に
推
定
し
、
よ
り
よ
い
意
思
決

定
、
適
切
な
事
業
戦
略
(
経
営
計
画
)
を
策
定
し
実

行
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

※
 

※
 

山
本
順
一
(
や
ま
も
と
・
じ
ゅ
ん
い
ち
)
・

ω年
福
岡

県
生
ま
れ
。
外
資
系
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、
V
H

J
(〈

o-sgミ
出
。
ω
立
区
。
ご
山
富
ロ
)
共
同
購
入
事
務

局
、
医
療
系
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
経
て
、
ロ
年

よ
り
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
に
入
職
、
現
在
に
至
る
。


